
型紙（使用時） 参考例型紙（収納時）
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❷    ハンドル用の木材 2枚
❸    組ネジ 2組
❹    ピン 1本
❺    皿バネ ２枚
❻    ワッシャー ２枚
❼    板ドライバー １枚
❽    サンドペーパー（#120 #240）各1枚
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組み立て方
皿バネの向きに注意

ハンドルを削ってつくるナイフキット



１．型紙を使ってデザインを考える。

２． 形をつくる。

３、サンドペーパーで仕上げる。

裏面『組み立て方』を参照の上、ピンを本番用ピン穴に挿入し、
ハンドル材、ワッシャー、皿バネ、刃を組ねじで止めれば完成。

粗目（＃120）、中目（＃240）の順番に
研磨し、表面を整える。

４、ネジ止めして完成。

型紙に輪郭を描く。 その輪郭を切り取る。 両サイドのパーツに
鉛筆で切り取った形を写す。

他にナイフを用意できない場合は、
片方のハンドル材に刃をセットし、
もう片方のハンドル材を削ってください。
刃のセット方法は下記ご参照。

   片方のハンドル材に刃をセットする際の注意点

① 刃を固定するためのピンは、必ず捨て穴に立ててください。
     この際、完成時に使用する本番用ピン穴にピンを立てないこと。
②  刃を組ねじで固定する際、ワッシャー２枚、皿バネ 2枚を入れて固定する。
     ※ハンドル材、ワッシャー、皿バネを挟み込む順番は、組み立て方を参照。      

捨て穴

このタイミングで本番用ピン穴は使用しないこと。

削る前に、ノコギリを使って、
おおまかな形に切り取っておくと
楽です。

もう一本ナイフを用意して、
2枚のハンドル材を合わせて
削ると形を整えやすいです。

     使用上の注意 

・   製品の刃先は鋭く仕上げており、怪我をする恐れがございます。使用の際は怪我をしないよう十分注意してください。
・   小さなお子様は必ず保護者と一緒に製作してください。
・   ハンドル部材には天然の無垢の木を使用しているため、製品によって若干のゆがみや節、色の違いやヤニなどが生じる
     場合がございます。
・   食器洗浄機、食器乾燥機のご使用はお避け下さい。
・   ナイフを投げたり、人に対して刃先または刃を向けたり、足元に落とさないようご注意ください。
・   落下等で、ナイフに強い衝撃を与えた場合、「刃欠け、折れ」の原因となることがございますので丁寧に扱ってください。
・   力を入れ、叩き切るような使い方はしないでください。乱暴に扱われたり、極端に固いものを切りますと、刃が破損したり、
     切れ味が落ちたりすることがございます。
・   のみ、ドライバー、錐、缶切りの代用など、本来の用途以外では使用しないでください。
・   ブレードにこじるような力を加えると、折れたり、欠ける原因となります。
・   ご使用中はナイフから目を離さず、ハンドル部分を正しく持ってご使用下さい。
・   刃には絶対に素手で触らないでください。
・   家庭用のナイフですので、業務用に使用しないで下さい
・   ご使用後は、絶対に刃をむき出しにしたままで保管しないで下さい。

      日常のメンテナンスについて

・    ブレードは常にきれいに乾燥した状態で保管し、水分、汚れは必ず拭き取ってください。
・    使用後は必ずブレード部に防錆オイルを塗布してください。
・    下記の側や直射日光を避け、湿気の少ないところで保管してください。永くご使用にならない時は、乾燥した涼しい場所で
      保管してください。
・    ハンドル部分は普段はからぶきか、固く絞ったぞうきんでふいてください。水分がついた状態で放置すると、けば立ち、
      割れの原因となりますのですぐに乾いた布で拭きとってください。
・    ハンドル部分は木製品用のオイルもしくはワックスを塗ると汚れが付きにくく、変形や割れを防止します。
・    刃が欠けた場合や切れ味が悪くなった場合は、そのまま使用せずに必ず研ぎ直しをしてください。
・    メンテナンス詳細（研ぎ方など）は公式ホームページ http://www.fedeca-mm.com/ をご覧ください。

※    完成後、ハンドル部材に木製品用のオイルもしくはワックスを塗布していただくと、
         汚れが付きにくくなり、変形や割れを防ぐことができます。


